
平成28年度決算
楯岡高校の跡地利活用、むらやま教育の日、放課後児童クラブの助成拡大　ほか

2017. 11. 01 No.1234

平成28年度決算
楯岡高校の跡地利活用、むらやま教育の日、放課後児童クラブの助成拡大　ほか

40回目の記念大会となった村山市一周駅伝競走大会スタートの様子
＜10月8日　袖崎小学校前スタート地点にて＞
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特
集　

平
成
28
年
度
決
算

平
成
28
年
度

決 
算

一般会計 歳入 総額138億5,754万円

①地方交付税
46億6,132万円

(33.6%)

②市税
24億9,512万円

(18.0%)

④市債
12億1,920万円

(8.8%)

⑤繰入金　 9億92万円 （6.5％）

⑥県支出金 8億6,813万円 （6.3％）

⑦寄付金　 7億1,377万円 （5.2％）

⑧その他　 16億6,430万円（12.0％）

一般会計 総額130億4,929万円歳出

①民生費
37億3,120万円

(28.6%)

③公債費
15億5,381万円

(11.9%)

②総務費
26億5,651万円

(20.4%)

④土木費
14億8,189万円

(11.3%)

⑤教育費
  13億1,537万円
        (10.1％)

⑥

⑦
⑧ ⑨

⑩
⑪ ⑫

⑥農林水産業費 　6億5,854万円（5.0％）

⑦衛生費 　　　5億4,263万円（4.2％）

⑧商工費 　　　4億6,519万円（3.6％）

⑨消防費 　　　4億4,428万円（3.4％）

⑩議会費 　　　1億6,897万円（1.3％）

⑪労働費 　　　　2,736万円（0.2％）

⑫災害復旧費 　　　355万円（0.0％）

③国庫支出金
13億3,479万円
（9.6％）

⑤

⑥

⑦

■歳出の主なもの

　

平
成
28
年
度
決
算
が
市
議
会
９
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
や
国
・
県
の
支
出
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
の
か
な
ど
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
財
政
課
財
政
係  

内
線
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総務費　・ふるさと納税寄付受入事業　　　 3億7,707万円

　　　　　※ふるさとづくり応援寄付額7億1,082万円に対する支出

　　　　・創業支援事業、情報発信機能強化事業、

　　　　　「まるごとむらやま」ブランド力向上事業 6,452万円

　　　　・子育て応援定住促進対策事業 2,850万円

　　　　・定住・移住促進事業、「しごと創生」推進事業 1,615万円

民生費　・新設保育施設整備事業 2億6,439万円

　　　　・戸沢保育園指定管理事業 1億150万円

　　　　・子育て支援医療給付事業 8,906万円

【歳入用語の説明】

　地方交付税　市の財政状況に応じて国から

　　　　　　交付されたお金

　国庫支出金　市の事業に対して国から交付

　　　　　　されたお金

　市　　債　公的機関や銀行から借りたお金

　繰 入 金　市の貯金の取り崩しなど

　県支出金　県から交付されたお金

　寄 付 金　ふるさと納税など

【歳出用語の説明】

　民生費　 子どもや高齢者、障がい者など

の福祉に使ったお金

　総務費　 戸籍、税の課税や徴収、庁舎の

維持管理などに使ったお金

　公債費　借りたお金の返済に使ったお金

農林水産業費　・民有林林道整備事業 3,771万円

商工費　・余暇開発施設整備事業 1,812万円

土木費　・除雪事業 3億317万円

　　　　・道路新設改良事業 2億3,815万円

消防費　・消防庁舎耐震化事業 4,224万円

　　　　・県防災行政通信ネットワーク再整備事業 3,237万円

教育費　・楯岡小学校改築事業 4億8,762万円

　　　　・夢応援奨学金事業 3,700万円

　　　　・東京オリンピック・パラリンピックキャンプ誘致関連事業 430万円

⑧

※ それぞれ四捨五入しているため、積み上げと
合計が一致していない場合があります。
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特集　平成28年度決算

特
集　

平
成
28
年
度
決
算

●性質別にみた歳出額

（平成28年4月1日～29年3月31日）

名称 総収益 総費用
当期利益
(損失)

長期借入金
残高

市からの
委託料

市の出資金
(設立時)

村山市土地開発公社 495万円 897万円 △402万円 ― ― 500万円

(一財)村山市余暇開発公社 8億9,398万円 9億19万円 △621万円 ― 2,658万円 1,000万円

(一財)村山市体育協会 3,606万円 3,507万円 99万円 ― 3,099万円 1,000万円

■市債（借入金）について　　　　

会計名 平成28年度末残高 対前年度増減額

一般会計 138億9,417万円 △2億439万円

公共下水道 77億6,792万円 △3億1,780万円

農業集落排水 5億3,614万円 △1,021万円

土地区画整理 3,301万円 △1,137万円

水道事業 10億3,438万円 1,918万円

合　計 232億6,563万円 △5億2,459万円

■特別会計の決算　                                   

会計名 収入 支出 収支

国民健康保険 31億7,905万円 30億5,075万円 1億2,830万円

公共下水道 11億440万円 10億9,542万円 898万円

財産区 36万円 28万円 8万円

農業集落排水 1億947万円 1億534万円 413万円

土地区画整理 1,636万円 1,626万円 10万円

介護保険 27億2,398万円 26億4,948万円 7,450万円

後期高齢者医療 3億751万円 3億507万円 244万円

■水道事業会計 

・収益的収支 区分 金額

収入 7億5,280万円

支出 6億6,390万円

・資本的収支 区分 金額

収入 1億1,382万円

支出 3億4,810万円

財政の健全化判断比率

公社などの財政状況

　自治体の財政健全度は、次の5つの指標で判定

されます。財政状況により「健全」「早期健全化」

「財政再生」の3段階に区分され「健全」以外の

場合には、財政健全化の取組みが必要になります。

村山市はいずれの指標でも基準を下回り、「健全」

に該当します。

実質赤字比率(①)

　一般会計等の財政規模に対する赤字の割合を示

すもので、実質赤字額はありません。

連結実質赤字比率(②)

　財政規模に対する一般会計と特別会計、公営企

業会計を合わせた赤字の割合を示すもので、連結

実質赤字額はありません。

実質公債費比率(③)

　一般会計などの財政規模に占める借金返済の

割合を示します(公営企業分を含む)。借金の返済

額が減少したため、前年より0.9ポイント改善し、

12.9％でした。

将来負担比率(④)

　一般会計などの財政規模に対する現在抱えて

いる負債の大きさを示します。市債残高の減少

などにより、前年度に比べて7.4ポイント改善し、

115.2％でした。

指標

比率名称
村山市

早期健全化
基準

財政再生
基準

①実質赤字比率 ―※ 13.96％ 20.0％

②連結実質赤字比率 ―※ 18.96％ 30.0％

③実質公債費比率 12.9％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 115.2％ 350.0％

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため「―」
で表示しています。

資金不足比率【公営企業会計】

　公営企業会計の事業規模に対する資金不足の状

況を示します。すべての会計（水道事業会計、公

共下水道会計、農業集落排水会計）で資金不足は

ありません。

人件費

投資的経費

繰出金

物件費

扶助費

公債費

補助費等

積立金

22億7,257万円

17億2,165万円

  17億524万円

16億6,479万円

16億2,147万円

15億5,381万円

10億5,124万円

  7億6,011万円

0　　　　５億　　　10億　　　15億　　　20億　　　25億（円）
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こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　

平
成
28
年
３
月
を
も
っ
て
閉
校
と

な
っ
た
楯
岡
高
校
跡
地
の
有
効
活
用

は
、
今
後
の
市
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

て
い
く
う
え
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
当
該
跡
地
の
利
活
用
を
含
め

た
中
心
市
街
地
の
再
生
を
、
第
５
次
村

山
市
総
合
計
画
の
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
位
置
付
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
、
市
民
、
楯
岡
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
市
議
会
、
県

な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
旧
楯

岡
高
校
跡
地
利
活
用
検
討
市
民
会
議
」

を
開
催
し
、
６
つ
の
利
活
用
案
が
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
楯
岡
小
学
校

の
仮
校
舎
と
し
て
の
利
用
が
終
了
す
る

平
成
31
年
春
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
部

特
集　

楯
岡
高
校
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

楯
岡
高
校
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

施
設
の
利
用
を
開
始
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
基
本
構
想
を
、
年
内
に
取
り
ま

と
め
る
予
定
で
す
。

 

現
在
の
検
討
内
容

　

市
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
利
活

用
案
と
し
て
、
特
に
重
点
的
に
検
討
し

て
い
る
の
は
、
①
文
教
施
設
、
②
・
③

民
間
企
業
へ
の
利
活
用
案
の
公
募
・
貸

与
、
④
・
⑤
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
で

す
。

　

市
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
た

め
、
主
に
生
産
年
齢
世
代
が
集
い
、
経

済
効
果
を
生
む
拠
点
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
跡
地
の
施
設
は
非
常
に
大
き
い

た
め
、
一
つ
の
利
活
用
案
に
絞
る
の
で

は
な
く
、
複
合
的
な
利
活
用
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

■
文
教
施
設
（
№
①
）

　

第
１
案
と
し
て
は
、
文
教
施
設
の
誘

致
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、
県
知
事
に
対
し
、

県
立
高
校
看
護
科
設
置
に
つ
い
て
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
大
学
や
専
門
学
校
を

対
象
に
し
た
、
教
育
機
関
誘
致
の
可
能

性
を
探
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

■
民
間
に
よ
る
利
活
用
（
№
②
・
③
）

　

第
２
案
と
し
て
は
、
事
務
所
や
研
修

所
、
文
化
施
設
、
学
習
施
設
な
ど
、
民

間
企
業
等
か
ら
の
利
活
用
を
募
り
、
貸

与
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

廃
校
を
利
活
用
し
た
取
組
事
例
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
情
報
収
集
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
参
考
と
な
る
資
料
を

ま
と
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
（
№
④
・
⑤
）

　

第
３
案
と
し
て
は
、
既
存
の
体
育
館

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

関
連
施
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
ま
ま
貸
し
出
す
案
の
ほ
か
、

他
の
取
組
事
例
を
参
考
に
す
る
と
、
人

No. 利活用案

① 文教施設（看護師不足を踏まえた県立高校看護科の設置など）

② 民間企業への利活用案の公募・貸与

③ 市民の生涯学習とIT企業等への貸しオフィスの複合施設

④ スポーツ合宿施設

⑤ 屋根付運動場（体育館を改修）

⑥ サービス付高齢者住宅などの複合施設

に
ぎ
わ
い
を
生
む
拠
点
を
目
指
し
て
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特集　楯岡高校の跡地利活用について

楯岡高校跡地の現況

工
芝
を
体
育
館
の
床
面
に
貼
り
、
冬
季

間
に
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
が
行
え
る
屋
根
付
き
運
動

場
と
し
て
の
活
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

楯
岡
高
校
跡
地
の
現
況
に
つ
い
て
は

上
図
の
と
お
り
で
す
。

　

本
市
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て
、

楯
岡
高
校
跡
地
の
利
活
用
を
具
体
的
に

検
討
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
ぜ
ひ
、

希
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
施
設
の
一

部
や
一
部
屋
な
ど
、
部
分
的
な
利
活
用

の
検
討
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
賃
貸
料
の
水
準
や
施
設
・
設

備
の
整
備
内
容
は
、
今
後
の
用
途
の
議

論
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
例
え
ば
、
事
務
所
と
し
て
の

利
用
希
望
者
が
多
い
場
合
に
は
、
共
同

会
議
室
の
設
置
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
質
問
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
随
時
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線

272

特集　楯岡高校の跡地利活用について

特
集　

楯
岡
高
校
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

■所在地

　村山市楯岡荒町二丁目1-1

■敷地面積

　36,564平方メートル

　（建物敷地：18,363平方メートル、

　 運動場・その他：18,201平方メートル）

■建築構造

　鉄筋コンクリート、鉄骨その他造ほか

　（一部耐震性不足の建物あり）

■所有者　山形県

×

×

×

×
…耐震工事が困難な建物で

　使用不可能です。

県
道
尾
花
沢
・
関
山
線

正門

弓道場

体育館

野球場

ソフトボール
球場

教　室　棟

管　理　棟

講　　堂

特別教室棟

柔剣道場

楯高会館

N

施設名
（建築年度・階数）

構造 主な部屋

管理棟
（S53、55・

　3階、一部2階）

鉄筋コンクリート造
職員室、応接室、会議
室、視聴覚室、音楽室、
ゼミ室など

特別教室棟
（S62・3階）

鉄筋コンクリート造 生物室、多目的室

体育館
（S57・2階）

1階：鉄筋コンクリート造
2階：鉄骨その他造

体育館

柔剣道場
（S47・2階）

1階：鉄筋コンクリート造
2階：鉄骨その他造

柔剣道場、部室

楯高会館
（H3・3階）

鉄骨その他造
ホール、調理室、風呂、
研修室
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特
集　

む
ら
や
ま
教
育
の
日

小
中
学
生
と
家
庭
・
地
域
・
先
生
が
一
緒
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

子
ど
も
た
ち
が
家
庭
・
地
域
・
社
会
の
一
員
と
し

て
、
心
豊
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市

青
少
年
育
成
市
民
会
議
が
主
催
す
る
「
未
来
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
小
中
学
生
と
保
護
者
、
学
校

の
先
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
。
子
ど
も
た
ち
が
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

学
校
や
地
域
を
明
る
く
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
大
人

と
一
緒
に
話
し
合
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
青
少
年

健
全
育
成
標
語
な
ど
の
表
彰
や
中
学
生
の
弁
論
発
表

な
ど
も
行
い
ま
す
。

市
立
図
書
館
事
業

「
大
人
の
朗
読
会
」

　

朗
読
集
団
「
さ
ん
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
人

向
け
の
朗
読
会
で
す
。

　

藤
沢
周
平
作
品
や
昔
話
な
ど
を
朗
読
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

むらやま教育の日

11/18
(土)

村
山
市
の
未
来
を
拓ひ
ら

く
人
を
育
て
る

む
ら
や
ま
教
育
の
集
い

　村山市では、平成28年から11月19日を「むらやま教育の日」と定めました。

　「むらやま教育の日」は、市民みんなで村山市の教育について考える日です。

　この日をきっかけに、学校教育・家庭教育・社会教育などすべての「まなび」を含む「生涯教

育」を一人ひとりが意識しましょう。そして、子どもから大人まで生涯学ぼうとする積極的な意

欲と力を持ち、互いに支え合いながら、みんなで村山市の教育をよりよいものにしましょう。

　11月18日・19日は、さまざまなイベントを開催します。皆さんぜひ、お越しください。

■主催／むらやま教育の日実行委員会　■問合せ／生涯学習課生涯学習係　☎内線331

め
ざ
せ
！
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ッ
ズ

中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
取
組
み
発
表

　

今
年
度
、
市
は
「
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
む
ら
や
ま　

イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ッ
ズ
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
英
語
や
外
国
の
文
化
に
親
し

み
英
語
力
を
身
に
つ
け
、
将
来
に
生
か
そ
う
と
す
る

子
ど
も
を
育
て
る
目
的
で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
村
山
産
業
高
校
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

に
立
っ
た
先
進
的
な
産
業
教
育
を
目
指
し
て
お
り
、

外
国
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
産
業
の
発
展
を
担

う
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
「
む
ら
や
ま
教
育
の
集
い
」
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
キ
ッ
ズ
事
業
に

参
加
し
た
中
学
生
の

成
果
発
表
や
、
村
山

産
業
高
校
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た

取
組
み
の
発
表
を
行

い
ま
す
。

インターナショナル・キッズ事業の様子
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特集　むらやま教育の日

特
集　

む
ら
や
ま
教
育
の
日

「むらやま教育の集い」日程表　

■9:20～　「むらやま教育の集い」開会宣言

　村山市公式キャラクタームララから風船プレゼント

■9:30～　めざせ！インターナショナル・キッズ

・葉山中学校英語劇「真夏の夜の夢」上演

・村山産業高校「グローバル化の取組みについて」発表

・楯岡中学校　英語スピーチ発表

・カナダ・バリー市訪問感想文発表

・グローバル・キッズ活動内容プレゼンテーション

■13:00～　未来フォーラム－村山市の明るい未来を築くために－

　　　　　　主催：市青少年育成市民会議

・地域活動発表　冨本小学校大黒舞

・青少年健全育成標語・いじめ防止標語受賞者表彰

・弁論発表　中学生「少年の主張」

・学校・家庭・地域の人を交えたワークショップ

■16:00～  市立図書館事業「大人の朗読会」朗読集団「さんの会」公演

・オープニング「日本の昔話」

・藤沢周平作品「川霧」「雪明かり」「白い顔」

１階では ２階では

会場：甑葉プラザ

「まなびのへや」10:00～12:00

■会議室

・村山ファミリー劇場

　五目ならべであそぼう

■研修室

・日本将棋連盟村山支部

　将棋にチャレンジ

■親子交流ひろば

・子育て支援センターポポーのひろば

　3歳未満児親子の「あそびのへや」

徳内広場では

■9:00～15:00　出店コーナー

　お米のパン、クレープ、ソフトクリー

　ム、チュロス、唐揚げ、たこ焼き、

　もつ煮込み、玉こんにゃくなど

11/19
(日)

ＧＯＧＯ！むらやま夢大学

河瀬直美講演会
「映画制作への思い」

　1997年に劇場映画デビュー作「萌の朱雀」でカンヌ国際映画祭・新人

監督賞を史上最年少で受賞し、今年も「光」でエキュメニカル賞を受賞

した映画作家･河瀬直美氏。ご自身の映像作品を一部上映しながら、作品

に込めた思いや撮影時の秘話などを講演します。

時　間　15:30～17:00（15:00開場)

会　場　市民会館

入場料　前売券：1,000円　当日券：1,500円

　　　　高校生以下無料

チケット販売所

　生涯学習課、市民会館、甑葉プラザ、萬家、

　菅野時計店、オーイシ

託児所　おおむね満1歳から小学校入学前の

幼児が対象です。希望する方は11月2日(木)

まで生涯学習課へ申し込んでください。
photographed by LESLIE KEE

 11/18(土)

 19(日)

最上徳内記念館

最上川美術館

入館無料

　最上徳内記念館と最上川美術館は

11月18日(土)と19日(日)に入館料

が無料になります。

■問合せ

　最上徳内記念館☎(55)3003

　最上川美術館　☎(52)3195

　子どもから大人まで幅広い世代に楽しんでいただける内容です。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
助
成
拡
大

平
成
30
年
度
の
利
用
会
員
を
募
集
し
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
の
助
成
を
拡
大

利
用
料
（
保
育
料
）
の
助
成
拡
大

　

市
は
こ
れ
ま
で
就
学
援
助
の
認
定
を

受
け
た
児
童
に
対
し
、
保
育
料
の
半
額

を
助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
議
会
９

月
定
例
会
の
承
認
を
受
け
、
次
の
と
お

り
助
成
内
容
を
拡
大
し
ま
す
。

■
生
活
保
護
世
帯

全
額
助
成
（
上
限
１
０
、
０
０
０
円
）

■
就
学
援
助
の
対
象
児

全
額
助
成
（
上
限
７
、
０
０
０
円
）

■
同
時
利
用
の
2
人
目

半
額
助
成
（
上
限
５
、
０
０
０
円
）

■
同
時
利
用
の
3
人
目
以
降

全
額
助
成
（
上
限
１
０
、
０
０
０
円
）

※
助
成
は
月
額
利
用
者
が
対
象
で
す
。

※
同
時
利
用
は
兄
弟
で
一
緒
に
利
用
し

　

て
い
る
場
合
で
す
。

　

平
成
29
年
4
月
利
用
分
か
ら
対
象
に

な
り
ま
す
。
す
で
に
利
用
中
の
方
へ
各

ク
ラ
ブ
か
ら
手
続
き
の
連
絡
を
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
子
育
て
推
進
係　

☎
内
線

163

学
校
休
校
日　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

延
長
保
育　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
７
時

■
登
録
料　

年
額
３
、
０
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）

■
保
育
料　

キ
ッ
ズ
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
～
９
、
０
０
０
円

な
か
よ
し
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

■
募
集
期
間　

11
月
1
日

（水）
～
30
日

（木）

■
申
込
み
・
問
合
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ン
ド
セ
ル
☎

（55）
７
７
１
０

（
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

利
用
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

各
児
童
ク
ラ
ブ
の
平
成
30
年
度
利
用

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
募
集

期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
市
報
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
西
郷
・
大
久
保
・
冨
本
は
12
月
、
袖

崎
・
大
高
根
は
１
月
の
市
報
1
日
号
に

掲
載
し
ま
す
。

■
た
て
や
ま
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　

楯
岡
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

地
域
交
流
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
甑
葉
プ
ラ
ザ
北
向
か
い
）
、
甑

葉
プ
ラ
ザ
２
階
な
か
よ
し
ル
ー
ム

■
さ
ん
さ
ん
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　

戸
沢
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

戸
沢
小
学
校
体
育
館
２
階

　

保
育
内
容
（
2
ク
ラ
ブ
共
通
）

■
保
育
時
間　

登
校
日　

学
校
終
了
時
～
午
後
６
時

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

は
、
留
守
家
庭
の
小
学
生
を
授
業
終
了

後
や
学
校
休
校
日
に
安
全
に
お
預
か
り

す
る
場
所
で
す
。
自
営
業
や
農
業
な
ど

で
多
忙
な
家
庭
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

村
山
市
で
は
す
べ
て
の
小
学
校
区
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
各
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
地
域
の
運
営
委
員
会
な
ど
が
運
営
を

行
い
、
市
は
委
託
料
や
補
助
金
を
交
付

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
専
任
の
放
課
後
児

童
支
援
員
が
支
援
に
あ
た
り
、
子
ど
も

た
ち
が
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
細
や
か
な
心
配

り
を
し
な
が
ら
見
守
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
が
迎
え
に
来

る
ま
で
、
友
達
と
一
緒
に
宿
題
を
し
た

り
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
遊
び
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。
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ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
か
ら
訪
問
団
が
来
市
、
大
わ
ら
じ
奉
納
田
稲
刈
り
と
脱
穀

　

村
山
市
と
ロ
シ
ア
連
邦
シ
ベ
リ
ア
東
部

に
位
置
す
る
ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
は
、
平
成
4

年
に
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
締
結
し
、
今
年

で
25
周
年
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
記
念

し
、
日
露
青
年
交
流
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
か
ら
北
方

少
数
民
族
舞
踊
団
「
グ
ル
ン
」
の
11
人
と

北
東
連
邦
大
学
で
日
本
語
を
専
攻
す
る
学

生
5
人
に
よ
る
訪
問
団
が
9
月
26
日
か
ら

10
月
３
日
ま
で
村
山
市
な
ど
を
訪
問
し
ま

し
た
。

姉
妹
都
市
の
盟
約
締
結
か
ら
25
周
年

ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
か
ら
訪
問
団
が
来
市

　

訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
、
村
山
市
内
の
青

年
た
ち
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
28
日

は
、
杉
島
諏
訪
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
と

交
流
。
お
互
い
に
演
奏
や
演
舞
を
披
露
し

た
後
、
花
笠
踊
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
29

日
に
は
、
村
山
産
業
高
校
を
訪
れ
、
授
業

の
様
子
を
視
察
し
た
後
、
同
校
郷
土
芸
能

部
「
又
新
連
」
と
一
緒
に
徳
内
ば
や
し
を

体
験
し
ま
し
た
。
30
日
の
む
ら
や
ま
商
工

ま
つ
り
＆
ん
だ
ニ
ャ
～
ま
つ
り
で
は
民
族

舞
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
1
日
は
東
京
都
内
の
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
た
東
京
村
山
会
の
総
会
に
出

席
し
、
演
舞
を
披
露
。
3
日
に
日
本
を
離

れ
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

来
年
秋
に
予
定
し
て
い
る
東
京
都
台
東

区
の
浅
草
寺
へ
の
大
わ
ら
じ
奉
納
に
向
け

て
、
奉
納
田
で
稲
刈
り
、
脱
穀
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
奉
納
田
は
、
市
役
所
北
側
に
あ

る
柴
崎
仁
左
衛
門
さ
ん
（
楯
岡
荒
町
）
の

水
田
。
5
月
21
日
に
植
え
ら
れ
た
大
わ
ら

じ
製
作
に
最
適
な
稲
「
合
川
1
号
」
は
、

荒
町
町
内
会
の
皆
さ
ん
の
管
理
の
お
か
げ

で
大
き
く
育
ち
ま
し
た
。

　

9
月
24
日
に
行
わ
れ
た
稲
刈
り
に
は
、

楯
岡
荒
町
地
区
の
皆
さ
ん
を
中
心
と
す
る

約
１
４
０
人
が
参
加
。
秋
晴
れ
の
も
と

で
、
稲
を
刈
り
取
り
杭
が
け
に
し
ま
し

た
。
稲
刈
り
を
初
め
て
体
験
し
、
苦
戦
し

て
い
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
昔
な
が
ら
の

作
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

杭
が
け
を
し
乾
燥
し
た
稲
は
、
さ
ら
に

乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
稲
を
ひ
っ
く
り
返
す

「
稲
ご
か
え
し
」
を
経
て
、
10
月
14
日
に

脱
穀
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
2
月
か
ら
は
、
大
草わ

ら

じ鞋
製
作
実
行

委
員
会
（
後
藤
弘
美
会
長
）
の
皆
さ
ん
に

よ
る
大
わ
ら
じ
製
作
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
秋 

10
年
に
一
度
の
浅
草
寺
へ
の
大
わ
ら
じ
奉
納
に
向
け

奉
納
田
で
稲
刈
り
と
脱
穀
を
実
施

むらやま商工まつり＆んだニャ～まつりでのグルンの演舞

杉島諏訪太鼓保存会の皆さんと
花笠踊りを体験

稲刈りに参加した皆さん脱穀し、わらじに使用するわらを束ねる様子
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時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

最
近
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
七
宝
焼
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
て
い
ま
す
。
園
児

か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
幅
広
い
交
流
が
で

き
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
友
達

も
増
え
、
大
勢
の
方
に
七
宝
焼
を
知
っ
て

も
ら
え
て
、
す
ご
く
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　

楯
岡
商
店
街
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

た
い
、
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
や
ど　

お
か
り
カ

フ
ェ
」
。
今
ま
で
8
回
に
わ
た
り
開
催

し
、
来
月
で
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
1
年
が

経
ち
ま
す
。
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
内
容
を
決
め
て
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
募

集
を
か
け
て
…
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
毎
月
楽
し
く
開
催
し
て

い
ま
す
。
楯
岡
商
店
街
の
皆
さ
ん
、
こ
ど

も
ぐ
み
メ
ン
バ
ー
、
ほ
か
た
く
さ
ん
の

方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
10
月

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
も
楽
し
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
は
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
小
学
生
ま
で
の

親
子
を
対
象
と
し
た
「
Ａあ

さ
Ｓ
Ａ

－

Ｃち

ゃ

ん

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

と
タ
イ
コ
で
あ
そ
ぼ
う
」
、
12
月
は
麻
屋

魚
店
で
「
お
魚
屋
さ
ん
で
プ
ロ
の
技
を
学

ぼ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。
随
時
、
む
ら
や

ま
瓦
版
や
こ
ど
も
ぐ
み
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は

　
大
山
芙
由
美
で
す

むらやま商工まつり＆んだニャ～まつりに参加したにゃー

Vol.

32

～大山芙由美隊員の奮闘記～

時
の
動
静

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

　

9
月
か
ら
2
期
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
課
題
は
山
積
み
で
す
。
1
期

目
は
、
就
任
し
て
す
ぐ
の
冬
か
ら
「
間
口
に
雪
を
置
か
な
い
」
除
排
雪
に
取
り
組

み
、
次
の
年
の
4
月
か
ら
保
育
料
1
人
目
半
額
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
無
料
学
習
塾
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
市
民
生
活
向
上
の
た
め
に
」
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
け
て

の
政
策
で
す
。

　

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
財
政
基
盤
を
し
っ
か
り
と
築
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
目
先
の
対
症
療
法
で
は
な
く
将
来
を
考
え
た
政
策
が
必
要
で
す
。

　

先
述
の
除
排
雪
は
積
雪
の
た
め
の
転
出
を
減
ら
す
た
め
、
保
育
料
等
半
額
は
子
を

持
つ
親
の
負
担
を
減
ら
し
て
転
出
を
減
ら
す
、
ま
た
は
転
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

無
料
学
習
塾
は
将
来
の
夢
の
た
め
の
投
資
と
学
力
の
底
上
げ
に
伴
う
「
教
育
の
ま

ち
」
づ
く
り
の
た
め
で
す
。

　

実
は
政
策
の
多
く
が
人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
も
の
で
す
。

　

財
政
基
盤
を
築
く
に
は
人
口
の
確
保
が
必
須
な
の
で
す
。
人
口
は
市
の
財
政
、
商

工
業
、
農
業
な
ど
す
べ
て
に
影
響
し
ま
す
。
人
口
減
少
を
抑
え
る
こ
と
が
結
果
的
に

財
政
基
盤
の
確
立
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
政
策
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　

「
次
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
目
先
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
将
来
の
た
め
に
種
を
蒔
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Vol.

020
キーワードは

種を蒔
ま

く
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市
は
、
生
活
や
仕
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
で
お
困
り
の
方
に
対
し
、
状
況

に
あ
わ
せ
た
相
談
や
支
援
を
行
い
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、
相
談
窓
口
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

○
仕
事
の
こ
と

仕
事
が
続
か
な
い
・
見
つ
か
ら
な
い
、

働
い
て
い
た
会
社
が
倒
産
し
た
な
ど

○
生
活
の
こ
と

食
べ
る
も
の
が
な
い
、
家
賃
が
払
え
な

い
、
頼
る
人
が
い
な
い
な
ど

○
健
康
の
こ
と

医
療
費
が
高
額
で
払
え
な
い
、
心
の
病

気
で
働
け
な
い
な
ど

■
相
談
窓
口

市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
）　
　

☎
（53）
３
７
８
７

■
受
付
日
時

月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

■
問
合
せ
／
福
祉
課
生
活
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線

146

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
も
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
時
に
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
今
年

1
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を
含

む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
に
な
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
開
始
が
10

月
以
降
の
場
合
は
、
平
成
30
年
2
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

送
付
さ
れ
た
書
類
は
、
な
く
さ
な
い

よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
２
３
７

（84）
２
５
５
１
ま
た
は

　
　

市
民
環
境
課
市
民
係　

☎
内
線

113

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

生
活
困
窮
者
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

寄
付
へ
の
感
謝
状
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

寄付ありがとうございます　感謝状を贈呈

　早坂悦男さん（楯岡）から楯岡中学校と葉山

中学校に各 100 万円の寄付をいただき、9 月

25 日に両中学校長から感謝状が贈呈されまし

た。

　早坂さんが創業した株式会社エツキが今年で

50 周年を迎えたことを機に、地域貢献として

贈ったものです。早坂さんは「村山市でしっか

り学べるよう、子どもたちの教育のために役立

ててほしい」と話し、両校長は感謝の言葉を述

べました。

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報

　高谷建設株式会社（高谷博代表取締役）から

夢応援奨学基金へ 110 万円の寄付をいただき、

10 月 17 日に志布市長から感謝状が贈呈されま

した。

　高谷建設株式会社が今年で創業 110 周年を迎

えたことを機に、地域貢献として贈ったもので

す。高谷社長は「経済的に恵まれず、学校に入

れない環境の子どもたちもしっかり教育を受け、

立派な大人になってほしい」と話し、志布市長

は感謝の言葉を述べました。
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受
賞
者
紹
介

受賞者のご紹介
※敬称略

市芸術文化功労者

■功労章

　元木　朗子（東根市・音楽）

　須藤　正義（西郷・洋画）

■栄光章

　佐藤　隆一（楯岡・洋画）

　矢萩　　厚（西郷・洋画）

　佐藤　　勝（楯岡・書道）

　川田　喜正（西郷・書道）

　笹原　美楓（戸沢・書道）

■感謝状

　井澤　セイ（戸沢・大正琴）

　土岐　盛子（山形市・詩吟）

全国大会出場選手

■第72回国民体育大会

・銃剣道　柴崎　隆之（楯岡）

・ゴルフ　今野　雅史（楯岡）

■第33回全日本ゲートボール選

手権大会

　大前　　努（楯岡）

■平成29年度全国高等学校総合

体育大会水泳競技大会

　佐藤　　麗（楯岡）

　小関　謙心（西郷）

第47回市子ども美術展

視聴覚教育功労者

　視聴覚教育の普及と振興に対す

る功績が認められ、一般財団法人

日本視聴覚教育協会から表彰状が

贈られました。

■太田　恒彦（戸沢）

長寿おめでとうございます

　今年、数え100歳を迎えた8人と

数え99歳を迎えた18人に賀詞とお

祝い金を贈りました。数え100歳を

迎えた方には、10月6日に志布市長

が直接お祝いを手渡しました。

■数え100歳

　菅井　うの（楯岡）

　森谷　ノブ（楯岡）

　阿部アキヨ（冨本）

　笹原　ゆの（冨本）

　宮林　スゲ（冨本）

　井澤　ヤエ（戸沢）

　井上スエノ（大高根）

　笹原カツエ（大高根）

■村山市長賞

　鈴木帆乃夏（袖崎小2年）

「大きくなあれ、里いものはっぱ」

　柴田　梨奈（楯岡中2年）

「クアハウス碁点」

■村山市議会議長賞

　井澤ひかり（戸沢小6年）

　松田　昇也（楯岡中1年）

■村山市教育委員会賞

　森　　瑞歩（袖崎小1年）

　土海　京香（葉山中2年）

■村山市小学校長会長賞

　高橋愛衣梨（戸沢小4年）

■村山市中学校長会長賞

　村岡　駿佑（楯岡中3年）

■村山市美術連盟賞

　保科　麻央（大久保小2年）

　渡部　優花（葉山中3年）

■村山ロータリークラブ会長賞

　安達　剛哉（袖崎小6年）

　笹原　優那（楯岡中1年）

■村山ローズロータリークラブ会長賞

　古郡あおい（冨本小5年）

　菅　　唯我（楯岡中1年）

■村山ライオンズクラブ会長賞

　加藤　瀬那（西郷小5年）

　遠藤　直哉（楯岡中1年）

■村山青年会議所理事長賞

　森　　珀虎（袖崎小4年）

　大沼　玲奈（楯岡中1年）

■村山商工会長賞

　森　　僚汰（袖崎小3年）

　高島　悠加（葉山中2年）

■山形新聞・山形放送賞

　大場　美空（大久保小1年）

　青柳　南渚（葉山中2年）

■ぺんてる賞

　大内　葉瑠（楯岡小1年）

　高橋　浩都（楯岡小2年）

　青柳　　健（富並小2年）

　板垣　哉人（楯岡小3年）

　葉山　未來（西郷小3年）

　矢作　航輝（楯岡小4年）

　佐藤　由布（楯岡小4年）

　森　　慶俊（袖崎小5年）

　井澤　縞思（戸沢小5年）

　保科早絵子（楯岡小6年）

　須藤　陽菜（西郷小6年）

　鈴木　千智（楯岡中1年）

　安達　修宏（楯岡中1年）

　齋藤　広河（楯岡中1年）

　高橋　優花（楯岡中1年）

　伊藤　優心（葉山中1年）

　井澤芙美花（葉山中1年）

　布川　恵奈（楯岡中3年）

　中山　桜希（楯岡中3年）

　石井　晴基（葉山中3年）

■第47回村山市こども美術展

　市内全小中学校から出品された

作品を展示します。入場無料。

期間　11月2日(木)～22日(水)

時間　午前9時～午後7時

※最終日は正午まで

会場　甑葉プラザ1階ロビー

問生涯学習課文化係　☎内線334
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■県いじめ防止標語市選定入賞者

　安彦　凜香（冨本小1年）

　原田　歩夢（楯岡小2年）

　佐竹　悠亜（楯岡小3年）

　中里　飛翔（戸沢小4年）

　工藤　蒼依（西郷小5年）

　仲嶋　麗結（大久保小5年）

　菊地　美夏（楯岡小6年）

　結城水恋莉（西郷小6年）

　高橋　杏伽（戸沢小6年）

　安達　文音（楯岡中1年）

　松田　温人（楯岡中1年）

　板垣　里歩（楯岡中3年）

　保科いぶき（葉山中3年）

　渡辺　優花（葉山中3年）

市青少年健全育成標語、県いじめ防止標語

※敬称略

■市青少年健全育成標語入賞者

【特選最優秀】

　渡辺　海優（楯岡小6年）

「あいさつで

　小さな幸せ　おすそわけ」

【特選】

　加藤　瀬那（西郷小5年）

　三浦　　暖（冨本小6年）

【入選】

　古原　麻悠（楯岡小5年）

　延沢　綺音（楯岡小5年）

　太田　　葵（戸沢小5年）

　佐藤　まな（大久保小6年）

　笹原　愛里（冨本小6年）

　阿部　時見（富並小6年）

【佳作】

　矢ノ目千桜（大久保小5年）

　野口　柚輝（袖崎小5年）

　原田　愛翔（西郷小6年）

　矢口　佑成（西郷小6年）

　越前　花梨（戸沢小6年）

　細谷　珀斗（戸沢小6年）

　安達　剛哉（袖崎小6年）

そば花まつりフォトコンテスト

　そば花まつり実行委員会が主催

したそば花まつりフォトコンテス

トで、市内から次の方が入賞され

ました。

■最優秀賞　矢口　宏之（楯岡）

■入選　　　秋葉　幸順（楯岡）

　　　　　　橋本　政雄（楯岡）

　　　　　　村川　市郎（楯岡）

■佳作　　　板垣　重善（西郷）

受
賞
者
紹
介

第42回県総合書道展

■入選（会友）

【漢字】安達翠窓、阿部陽子、

岩崎佳風、太田聖泉、金谷清風、

斎藤正峰、佐藤祥園、柴田梨風、

渡邊柳泉(以上楯岡)、斎藤清泉、

滝田黎泉(以上西郷)、齋藤松聲

(大倉)、青木葉山、石井青鳳、

大江隆山、後藤厚子(以上冨本)、

永澤悠山(以上戸沢)

■入選（公募）

【漢字】安達岳峰、板垣玉潤、

柏倉典子、菊地恵泉、齋藤詩織、

鈴木友璃愛、皆川渓泉(以上楯

岡)、青柳清長、後藤渓星、

笹原道子、高橋トキ子(以上戸沢)

【かな】工藤吉子(西郷）

【調和体】柴田民子(楯岡)

　第42回県総合書道展が9月23

日から10月1日まで山形美術館で

開催されました。市内の入賞・入

選者は次の皆さんです。

■入賞

【山形放送社長賞】

　金澤　求美（楯岡）

【奨励賞】板垣　霜月（楯岡）

　　　　　笹原　美楓（戸沢）

【褒状】　柴田　紗希（楯岡）

　　　　　松田　律子（楯岡）

　　　　　佐藤　黎花（大久保）

　　　　　青柳　春城（戸沢）

■役員

【参与】　渡邉研山(楯岡)

【理事】　齋藤湖舟、齋藤菖園、

高梨甑竹(以上楯岡)、松田史道

(大久保)

徳内まつり写真コンテスト

　市商工会青年部女性部が主催し

た2017むらやま徳内まつり写真コ

ンテストで、市内から次の方が入

賞されました。

■特選　　　土谷　義幸（楯岡）

■商工会長賞　三浦　吉和（楯岡）

■村山市長賞　滝田キミ子（西郷）

■青年部長賞　板垣　重善（西郷）

■入選　　　小山　浩二（楯岡）

　　　　　　斎藤　美紀（楯岡）

　　　　　　村岡　久光（楯岡）

■入賞作品展示

期間　11月2日(木)～8日(水)

会場　クアハウス碁点

第40回市一周駅伝競走大会

　10月8日に第40回市一周駅伝競

走大会が開催され、18区間32.6キ

ロメートルで熱戦が繰り広げられ

ました。

■総合成績

優　勝　西郷

準優勝　楯岡A

第３位　戸沢A

■東コース成績　  ■西コース成績

優　勝　西郷　　  優　勝　西郷

準優勝　楯岡A　   準優勝　戸沢A

第３位　戸沢A　   第３位　楯岡A

第35回市野球スポーツ少年団秋季大会

　10月14日に金谷運動広場で

開催されました。

優　勝　レッドキングス

準優勝　村山西部ライオンズ

第３位　村山DBファイヤーズ
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子
育
て
応
援
情
報

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

11月5日(日)、10日(金)、15日(水)、

30日(木)　9:30～11:30

ポポーのひろば

子育て・孫育ての個別相談

ふらっとルーム

日

会

内

11月2日(木)10:30～11:00受付

ポポーのひろば

未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室
日

会

内

対 平成28年11月以降生まれの親子

11月21日(火)　10:30～11:30

ポポーのひろば

アルバムづくり　　　写真数枚

Babyママカフェ

日

会

持内

子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃん、どなたでもどうぞ

①11月8日(水)　 9:30～11:30

②11月21日(火)　 9:30～11:30

ふたば大高根保育園

おじいちゃん、おばあちゃんの知

恵袋

地域交流の場「じばサロン」

対

日

会

内

小学校入学前の親子

11月18日(土)　9:30～12:00

戸沢保育園

遊びの広場

弁当を持参して交流もできます。

ぐんぐん広場

日

会

内

対

他

保育施設等入所前の親子

①11月1日(水)　 9:30～11:30

②11月14日(火)　 9:30～11:30

③11月22日(水)　 9:30～11:30

①しろはと保育園

②冨本児童センター

③新町保育園

遊びの広場、季節の工作、おや

つの時間

ぐんぐんの「出前保育」

対

会

内

日

子育て支援課 ☎内線163
村山市役所

対 保育施設等入所前の親子

①11月14日(火)　9:00～11:00

②11月30日(木)　9:00～11:00

①ちぐさ児童センター

②西郷児童センター

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

日

会

小学校入学前の親子

11月25日(土)　10:00～11:00 

戸沢保育園

生伴奏で季節の歌を楽しむ音楽

会です。

講師　二瓶明美氏

育児講座「冬を楽しむ音楽会」

対

会

内

日

他

対 11月生まれのお子さん（3歳まで）

11月28日(火)　11:45～12:00

ポポーのひろば

お誕生手形の受付は10:30まで

11月生まれのお誕生会

日

会

他

保育施設等入所前の親子

11月10日(金)　9:30～11:30

戸沢保育園

遊びの広場、身長・体重測定

わくわく広場

日

会

内

対
①11月7日(火)　 10:00～11:30

②11月14日(火) 10:00～11:30

①西郷地域市民センター

②大久保地域市民センター

子育て・孫育て中の方の集い

ほっとカフェ
日

会

内

小学校入学前の親子

11月7日(火)　10:30～11:30

ふたば大高根保育園

講師　斎藤奈緒子氏

育児講座「レッツ！ヒップホッ
プダンス！」

対

日

会

他

保育施設等入所前の親子

①11月15日(水)　9:30～11:30

②11月18日(土)　9:30～11:30

①ふたば大高根保育園

②ふたば袖崎保育園

①給食試食会（要申込み）

②生活発表会

①は11月8日(水)まで

ころころランド

対

日

会

内

申

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

表記の説明　　　対象　　　日時　　　会場　　　内容　　　参加費　　　持ち物　　　事前申込　　　その他持 申対 日 会 他費内

小学校入学前の親子

11月26日(日)　10:00～13:00

甑葉プラザ甑葉ホール

ポポーのひろばの活動報告のほ

か、駄菓子屋や遊びのブースなど

多彩なイベントを開催。各コー

ナーで使えるチケットを当日受付

で配布します。チケットがなくな

り次第入場を終了します。

子育て応援メッセinむらやま
「ポポーまつり」

日

会

内

対
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

た
る
い
し

山
ぶ
ん
ど
液

（有）
旭
商

住所：樽石386　電話：56-2330（住所・電話は事務所のもの）　※山ぶんど液は道の駅むらやまなどで11月中旬から販売

次回は、卯野さんがお薦めの g
グリーン

reen w
ウッド

ood c
コーヒー

affee（戸沢）を取材します。

　

有
限
会
社
旭
商
は
、
樽
石
の
里
山
に

あ
る
セ
ナ
沢
高
原
牧
場
と
蔵
王
上
の
台

ゲ
レ
ン
デ
に
あ
る
蔵
王
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
・
ロ
ッ
ジ
を
運
営
す
る
会
社
で
す
。

代
表
の
卯
野
浩
喜
さ
ん
（
戸
沢
）
は
セ

ナ
沢
高
原
牧
場
で
羊
を
飼
育
し
て
い
る

ほ
か
、
樽
石
大
学
か
ら
山
道
を
上
っ
た

場
所
で
山
ブ
ド
ウ
を
栽
培
。
蔵
王
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
・
ロ
ッ
ジ
で
は
牧
場
で
育
て

た
羊
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

卯
野
さ
ん
が
山
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
始

め
た
の
は
平
成
12
年
。
セ
ナ
沢
高
原
牧

場
内
に
自
生
す
る
山
ブ
ド
ウ
が
た
く
さ

ん
実
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ

れ
を
生
か
し
た
い
と
牧
場
内
の
山
ブ
ド

ウ
の
中
か
ら
良
い
も
の
だ
け
を
選
定

し
、
業
者
に
依
頼
し
て
苗
木
を
つ
く
り

ま
し
た
。
山
ブ
ド
ウ
と
い
え
ど
も
、
害

虫
対
策
や
せ
ん
定
、
積
雪
の
対
応
な
ど

が
必
要
で
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
か

い
も
あ
り
、
最
初
１
０
０
本
だ
っ
た
木

は
２
５
０
本
ほ
ど
ま
で
増
え
ま
し
た
。

　

卯
野
さ
ん
の
山
ブ
ド
ウ
は
自
生
し
て

い
た
場
所
と
同
じ
よ
う
な
環
境
で
育
て

て
い
る
た
め
と
て
も
良
質
。
か
つ
、
完

熟
の
も
の
を
絞
る
た
め
、
酸
味
だ
け
で

な
く
甘
み
も
し
っ
か
り
あ
り
ま
す
。
山

ブ
ド
ウ
は
生
活
習
慣
病
改
善
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を

豊
富
に
含
む
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
購

入
し
て
い
る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

蔵
王
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
・
ロ
ッ
ジ
で
は

山
ブ
ド
ウ
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
提
供

す
る
羊
は
絞
っ
た
山
ブ
ド
ウ
の
皮
な
ど

を
食
べ
て
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
け

合
わ
せ
の
野
菜
も
自
家
製
で
す
。
「
村

山
市
に
は
良
い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
特
色
を
出
し
た
逸
品
で
市
外
に

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
卯
野

さ
ん
。
将
来
は
山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
に
も

取
り
組
み
た
い
そ
う
で
す
。

　

今
年
の
山
ぶ
ん
ど
液
は
11
月
中
旬
か

ら
道
の
駅
む
ら
や
ま
な
ど
で
発
売
。
な

く
な
り
次
第
終
了
の
た
め
、
お
早
め
に

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発
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ま
ち
の
話
題

　

10
月
9
日
、
健
康
ま
つ
り
を
甑
葉
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
つ
り
で

は
、
血
管
年
齢
や
体
組
成
な
ど
の
無
料

測
定
、
歯
科
相
談
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
ブ
ー

ス
な
ど
を
設
け
た
ほ
か
、
講
演
会
も
開

催
。
授
乳
服
を
販
売
し
て
い
る

（有）
モ
ー

ハ
ウ
ス
の
光
畑
由
佳
代
表
が
、
産
後
の

新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
、
子

育
て
を
楽
し
く
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
㈱
明
治
の
利
光
保
則
氏
に
よ

る
乳
製
品
の
ミ
ニ
講
話
に
続
き
、
市
食

生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
乳
製

品
を
使
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の

減
塩
食
の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

健
康
ま
つ
り

子育て中の方がたくさん参加した光畑さんの講演会

　

9
月
30
日
、
10
月
1
日
に
む
ら
や
ま

商
工
ま
つ
り
＆
ん
だ
ニ
ャ
～
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
商
工
会
を
中
心

と
し
た
実
行
委
員
会
（
服
部
智
彦
実
行

委
員
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
会

場
と
な
っ
た
甑
葉
プ
ラ
ザ
と
ふ
れ
あ
い

広
場
で
は
、
市
内
商
工
業
者
の
大
テ
ン

ト
市
や
展
示
、
ネ
コ
メ
イ
ク
コ
ン
テ
ス

ト
、
猫
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
上

棟
式
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
姉
妹
都
市
ロ
シ
ア 

ヤ
ク
ー

ツ
ク
市
の
民
族
舞
踊
団
「
グ
ル
ン
」
の

ダ
ン
ス
や
友
好
都
市
台
東
区
の
「
た
い

と
う
音
頭
」
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ネコメイクコンテストでの集合写真

む
ら
や
ま
商
工
ま
つ
り
＆

ん
だ
ニ
ャ
～
ま
つ
り

　

第
16
回
山
形
県
人
東
京
村
山
会

（
菊
地
栄
吉
会
長
）
の
集
い
が
10
月
1

日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
集
い
に
は
東
京
近
郊
に
住
む
市
出
身

者
約
１
５
０
人
の
ほ
か
、
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
7
人
が
来
賓
と
し
て
参
加
。

会
に
先
立
ち
森
市
議
会
議
長
や
市
の
関

係
課
長
と
希
望
し
た
会
員
20
人
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
い
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
ほ
か
、
地
酒
や
果
物
、
ひ
っ
ぱ

り
う
ど
ん
研
究
所
に
よ
る
う
ど
ん
の
振

舞
い
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
ヤ
ク
ー
ツ

ク
市
の
民
族
舞
踊
団
「
グ
ル
ン
」
が
ダ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

「ふるさと」を参加者全員で合唱

東
京
村
山
会
の
集
い

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

まちの話題まちの話題まちの話題
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伝
承
館
ま
つ
り
が
10
月
15
日
、
農
村

文
化
保
存
伝
承
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
承
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
田
中
修
作

実
行
委
員
長
）
が
主
催
し
、
今
年
で
21

回
目
。
ま
つ
り
で
は
芸
能
発
表
や
地
元

産
農
産
物
の
販
売
の
ほ
か
、
36
メ
ー
ト

ル
の
長
さ
の
板
そ
ば
を
約
２
０
０
人
で

一
斉
に
食
べ
る
長
板
そ
ば
を
実
施
。
村

山
そ
ば
の
会
会
員
と
地
元
有
志
約
40
人

が
、
10
月
上
旬
に
収
穫
さ
れ
た
地
元
産

で
わ
か
お
り
を
当
日
の
朝
に
打
ち
ま
し

た
。
今
年
は
特
に
そ
ば
粉
の
質
が
良

く
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
観
光

客
が
「
甘
み
と
風
味
が
格
別
」
と
新
そ

ば
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

韓
国
フ
ェ
ア
が
10
月
14
日
、
市
民
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
在
日

本
大
韓
民
国
民
団
山
形
県
本
部
創
団
70

周
年
と
村
山
市
国
際
ク
ラ
ブ
設
立
20
周

年
を
記
念
し
、
さ
ら
な
る
日
韓
親
善
を

図
る
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

フ
ェ
ア
で
は
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
で
重
要
行

事
を
数
多
く
手
掛
け
た
キ
ム
・
ジ
ュ
ン

ジ
ャ
舞
踊
団
の
韓
国
伝
統
芸
能
公
演
が

行
わ
れ
、
満
席
の
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
韓

国
料
理
を
楽
し
め
る
出
店
や
民
族
衣
装

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
は
韓
国
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

伝
承
館
ま
つ
り

新
そ
ば
一
番
長
板
そ
ば

韓
国
フ
ェ
ア

ま
ち
の
話
題

キム・ジュンジャ舞踊団による扇を使った華やかな舞

　

10
月
14
日
は
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

村
山
市
応
援
デ
ー
で
し
た
。
試
合
に
先

立
ち
、
菊
地
教
育
長
か
ら
モ
ン
テ
デ
ィ

オ
山
形
の
森
谷
俊
雄
代
表
取
締
役
社
長

ら
に
応
援
募
金
50
万
円
と
雪
室
米
を
贈

り
ま
し
た
。

　

村
山
市
か
ら
は
応
援
無
料
バ
ス
も
運

行
し
、
大
勢
の
市
民
が
参
加
。
バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド
席
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
ム
ラ
ラ
も
会
場
に
駆
け
つ
け
、
応

援
と
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
横
浜
Ｆ
Ｃ
を
迎
え
て
の

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
。
観
客
席
か
ら
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

は
10
戦
ぶ
り
に
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。試合前に開催された贈呈セレモニー

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

村
山
市
応
援
デ
ー

約 200 人で一斉にそばを食した「長板そば」

　

大
倉
地
域
を
歩
い
て
巡
る
む
ら
や
ま

大
倉
フ
ッ
ト
パ
ス
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
が
、
10
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
フ
ッ
ト
パ
ス
は
地
域
活
性

化
の
た
め
に
大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く

り
協
議
会
（
齋
藤
一
雄
会
長
）
が
整
備

し
た
も
の
で
す
。
天
気
は
あ
い
に
く
の

雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
内
外
か
ら
の

参
加
者
36
人
が
、
大
倉
た
め
池
を
一
周

す
る
コ
ー
ス
、
新
山
地
区
・
中
沢
地
区

の
神
仏
を
巡
る
コ
ー
ス
、
中
沢
の
棚
田

な
ど
の
田
園
を
歩
く
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
地
元
ガ
イ
ド
の
説
明
の
も
と
、
紅

葉
が
始
ま
っ
た
自
然
の
中
で
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大
倉
フ
ッ
ト
パ
ス
が
完
成

ウォーキングを楽しむ参加者
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お知らせお知らせ
むらやま

情報局

お
知
ら
せ

期
日　

11
月
12
日

（日）

時
間　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時

会
場　

や
ま
ば
と
（
旧
山
ノ
内
小
学
校
）

申
込
期
限　

11
月
8
日

（水）　

先
着
20
名

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　

☎
内
線

255

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
対
象

■
楯
岡
小
谷
地
団
地
1
号

募
集
戸
数　

1
階
1
戸
（
1
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
３
、
７
０
０
円
～

２
０
、
４
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

■
鏡
清
水
住
宅

募
集
戸
数　

4
階
1
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額　

１
４
、
１
０
０
円
～

２
１
、
０
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

入
居
資
格　

同
居
親
族
が
い
る
方
ま
た

は
60
歳
以
上
の
単
身
者
で
、
収
入
基
準

月
額
（
年
間
所
得
か
ら
扶
養
親
族
1

人
に
つ
き
38
万
円
を
差
し
引
き
12
で

除
し
た
額
）
が
１
５
８
、
０
０
０
円

（
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
世
帯
は

２
１
４
、
０
０
０
円
）
以
下
な
ど

申
込
期
限　

11
月
15
日

（水）

住
宅
公
開　

11
月
11
日

（土）　

午
前
9
時

～
正
午
（
要
予
約
）

■
問
合
せ
／
建
設
課　
　
　

☎
内
線

232

運
動
期
間　

11
月
9
日

（木）
～
15
日

（水）

警
鐘
打
鳴　

運
動
期
間
中
の
午
前
6
時

30
分
と
午
後
7
時
の
1
日
2
回

防
災
無
線
放
送

11
月
9
日

（木）　

午
前
6
時
30
分

　
　

15
日

（水）　

午
後
7
時

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

村
山
市
お
い
し
い
山
形
空
港

札
幌
便
利
用
促
進
助
成
金

　

市
民
が
旅
行
や
出
張
な
ど
で
、
山
形

札
幌
便
を
利
用
し
た
場
合
、
市
か
ら
助

成
が
あ
り
ま
す
。
先
着
１
０
０
席
。

助
成
対
象
期
間　

12
月
1
日

（金）
～
平
成

30
年
3
月
31
日

（土）

助
成
金
額　

1
人
あ
た
り
往
復

４
、
０
０
０
円
、
片
道
２
、
０
０
０
円

申
請
方
法　

事
前
に
政
策
推
進
課
へ
電

話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
搭

乗
後
、
助
成
金
交
付
申
請
書
に
搭
乗
券

な
ど
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課　

☎
内
線

272

秋
の
森
に
出
か
け
よ
う 

参
加
者
募
集

　

手
作
り
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
味
わ
い

ま
し
ょ
う
。
シ
イ
タ
ケ
植
菌
や
花
炭
作

り
も
行
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

舗
を
有
す
る
販
売
事
業
者
か
ら
購
入
す

る
機
械

申
込
方
法　

申
請
書
に
必
要
書
類
（
見

積
、
カ
タ
ロ
グ
、
除
雪
機
の
写
真
、
領

収
書
な
ど
）
を
添
付
し
申
請

■
問
合
せ
／
建
設
課　
　
　

☎
内
線

236

大
わ
ら
じ
の
里 

村
山
市

浅
草
寺
で
の
観
光
物
産
展

　

来
年
秋
に
10
年
に
一
度
の
大
わ
ら
じ

奉
納
を
予
定
し
て
い
る
友
好
都
市
台
東

区
の
浅
草
寺
境
内
で
観
光
物
産
展
を
開

催
し
ま
す
。

　

地
酒
、
芋
煮
、
玉
こ
ん
に
ゃ
く
、
新

米
、
農
作
物
、
漬
物
、
菓
子
な
ど
の
販

売
の
ほ
か
、
徳
内
ば
や
し
の
披
露
も
行

い
ま
す
。

　

東
京
近
郊
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
や

お
知
り
合
い
に
も
、
ぜ
ひ
、
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
19
日

（日）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　

浅
草
寺
境
内

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　

☎
内
線

154

秋
季
火
災
予
防
運
動

平
成
29
年
度
標
語
「
火
の
用
心　

こ
と

ば
を
形
に　

習
慣
に
」

小
型
除
雪
機
購
入
費
補
助
制
度

を
開
始
し
ま
す

　

今
年
4
月
1
日
以
降
に
購
入
し
た
機

械
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
11
月
1
日
以

降
に
購
入
し
、
申
請
を
お
考
え
の
方
は

事
前
に
建
設
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

補
助
額　

購
入
費
の
10
分
の
1
以
内

（
5
万
円
限
度
）

対
象
機
械　

新
品
の
家
庭
用
の
除
雪
機

械
（
出
力
等
不
問
。
中
古
機
械
、
農
業

用
機
械
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
除
く
）

対
象
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

・
市
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
、
店

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

広
告

健康な髪に！

毛染めを変えて

天然植物成分100％

◆ヘナカラー　　　￥6,000～

◆カット　　　　　￥3,000

　　　　
～お問合せ・ご予約～

お気軽に

℡52-3317

ヘアー ・ ネイル ・ リラックス

美　道（びどう）

年齢と共に増える髪の悩み

くせ毛 抜け毛

白髪

広がり かぶれ

こんな方におすすめ

（税別）

広
告

定
住
促
進
住
宅
入
居
者
募
集

■
定
住
促
進
楯
岡
北
町
団
地
1
号
・
2
号

募
集
戸
数　

7
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
）
先
着
順

家
賃
月
額　

１
５
、
０
０
０
円
～

３
９
、
０
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
算
定
）

入
居
資
格　

平
成
29
年
4
月
1
日
現
在

で
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

な
ど　

※
所
得
制
限
な
し

申
込
期
限　

平
成
30
年
2
月
28
日

（水）

住
宅
公
開　

募
集
期
間
中
の
午
前
9
時

～
午
後
4
時
（
要
予
約
）

■
問
合
せ
／
建
設
課　
　
　

☎
内
線

232

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
登
録
更
新

　

県
下
水
道
協
会
に
登
録
し
て
い
る
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
で
、
登
録
の

有
効
期
限
が
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

の
方
は
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
期
間　

11
月
1
日

（水）
～
30
日

（木）

更
新
講
習
会　

平
成
30
年
1
月
24
日

（水）

会
場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）

手
数
料　

５
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
水
道
課　
　
　

☎
内
線

181

市
立
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

期
間　

11
月
20
日

（月）
～
27
日

（月）

※
2
階
学
習
室
の
み
11
月
20
日

（月）
か
ら

　

24
日

（金）
ま
で
開
放
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
市
立
図
書
館
☎

（55）
２
８
３
３

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
9
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　

宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　

11
月
8
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
☎
０
２
３
（
６
５
２
）
９
０
７
０

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
設
備
の
定
期
点
検
お
よ
び
補

修
、
洗
浄
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

期
間　

11
月
27
日

（月）
～
30
日

（木）

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（56）
３
３
５
１

ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
勤
務
の
成
人

が
対
象
。
初
心
者
コ
ー
ス
よ
り
も
一
歩

進
ん
だ
内
容
で
す
。

　

希
望
す
る
方
は
受
講
料
を
添
え
て
11

月
10
日

（金）
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

各
コ
ー
ス
先
着
6
名
。

市
以
外
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

催
し
・
そ
の
他
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お
知
ら
せ

日
時　

12
月
7
日
か
ら
平
成
30
年
2
月

8
日
の
毎
週
木
曜
日　

全
8
回

※
平
成
30
年
1
月
4
日
は
休
講

昼
コ
ー
ス　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

夜
コ
ー
ス　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

受
講
料　

４
、
５
０
０
円

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（54）
２
３
２
０

む
ら
や
ま
夢
未
来
創
造
塾

　

県
内
外
か
ら
講
師
の
方
々
を
お
呼
び

し
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
「
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
の
に
」

と
い
う
思
い
を
形
に
し
、
実
行
す
る
た

め
の
術
を
学
び
ま
す
。
参
加
無
料
。

募
集
対
象　

高
校
生
以
上

日
時　

12
月
3
日

（日）
午
後
2
時
～
（
全

4
回
を
予
定
）

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

申
込
期
限　

11
月
25
日

（土）

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト　
　
　
　
　
　

☎
（52）
３
５
３
１

年
末
調
整
説
明
会

　

工
業
、
商
業
、
農
業
分
野
の
給
与
事

務
担
当
者
が
対
象
で
す
。
直
接
、
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
14
日

（火）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
／
村
山
税
務
署
☎

（53）
２
１
５
１

だ
が
し
や
楽
校 

柳
家
小
ゑ
ん
落
語
会

　

そ
で
さ
き
落
語
を
楽
し
む
会
が
主
催

し
ま
す
。
午
後
1
時
20
分
か
ら
は
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
駄
菓
子
屋
も
開
店
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日

（日）　

午
後
2
時
～

会
場　

渓
永
寺
本
堂
（
土
生
田
）

チ
ケ
ッ
ト　

お
と
な
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
無
料

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

袖
崎
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
、
渓
永
寺

■
問
合
せ
／
袖
崎
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（58）
２
０
０
１

や
ど
お
か
り
カ
フ
ェ

Ａあ

さ
Ｓ
Ａ

－

Ｃち

ゃ

ん

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
と
タ
イ
コ
で
あ
そ
ぼ
う

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ム
ジ
カ
・
ピ
ッ
コ
リ
ー
ノ
の

ポ
ン
さ
ん
（
Ａ
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
）

と
楽
器
を
組
み
立
て
、
演
奏
な
ど
を
行

い
ま
す
。
1
歳
か
ら
12
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
が
対
象
で
す
。
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
35
組
。

日
時　

11
月
12
日

（日）
午
後
3
時
～
5
時

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

参
加
費　

1
組
２
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
こ
ど
も
ぐ
み
（
こ
め
や
か
た
）

　

☎
０
８
０
（
５
２
２
５
）
０
１
６
９

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
27 

th

日
時　

11
月
11
日

（土）
午
後
6
時
30
分
～

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

１
、
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

■
問
合
せ
／
村
山
混
声
合
唱
団
フ
ェ
ブ

リ
エ
事
務
局
（
小
山
）

　

☎
０
９
０
（
２
２
７
２
）
０
２
０
６

村
山
光
ホ
ー
ム
文
化
祭

　

模
擬
店
や
作
品
展
示
、
行
事
の
ビ
デ

オ
放
映
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日

（日）
午
前
11
時
～
午
後
3
時

会
場　

村
山
光
ホ
ー
ム

■
問
合
せ
／
村
山
光
ホ
ー
ム
☎

（53）
２
５
２
０

エ
コ
通
勤
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
自
転
車
通
勤

や
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
県
環
境
企
画
課

　
　

☎
０
２
３
（
６
３
０
）
２
３
３
６

大
高
根
演
習
場
11
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
1
日

（水）
～
5
日

（日）
、
9
日

（木）
、
10
日

（金）
、
13
日

（月）
～
17
日

（金）
、
秋

季
演
習
場
整
備
＝
6
日

（月）
～
8
日

（水）
、

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（水）
、
2
日

（木）
、
5

日
（日）
～
10
日

（金）
、
13
日

（月）
～
17
日

（金）
、

20
日

（月）
～
24
日

（金）
、
27
日

（月）
～
30
日

（木）

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地
☎

（48）
１
１
５
１

■
村
山
市
へ

・
高
谷
建
設
㈱
（
高
谷
博
代
表
取
締

役
）
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の

収
益
金
５
０
、
０
０
０
円

■
楯
岡
小
学
校
へ

・
同
校
後
援
会
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
音
響

設
備
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ン
プ
・
ス
ピ
ー

カ
ー
）
1
式

■
大
久
保
小
学
校
へ

・
鈴
木
英
雄
さ
ん
（
楯
岡
）
が
絵
画
1
点

■
楯
岡
中
学
校
へ

・
（株）
三
和
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
佐
藤
伸
哉
代
表
取
締
役
）
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
一
体
型
電
子
黒
板
1
台

11
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

■
日
時
・
対
戦
相
手

19
日

（日）　

午
後
4
時
～
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う
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お
知
ら
せ

広
告

広
告

日時　11月12日(日)　午前10時～午後3時

会場　二日町公園内特設会場（楯岡中学校向かい）

内容　分譲地へ移動し個別に説明案内を行います。

■分譲申込の受付

　現地説明会では、分譲申込みも受け付けます。申込みを希望する方は次

の書類の準備をお願いします。

①分譲申込書、②資金計画書、③住民票謄本、④給与証明書または所得証明書

①②は土地開発公社で配布するほか、市ホームページからダウンロードす

ることもできます。

■問合せ／土地開発公社（財政課内）　☎内線225

新規分譲地「スマイルタウン鶴ヶ町」現地説明会

　市は、今年度から独自の奨学金「村山市夢応援奨学金」の給付を開始

し、大学生2人、高校生7人が給付を受けました。

　来年4月に大学（4年制または6年制）に進学予定の方の夢応援奨学金の

要件、申請方法などは以下のとおりです。

■要件

① 生活保護法の規定による被保護世帯もしくは、過去3年のうち2年以上

において市民税が非課税世帯であること。

②日本学生支援機構の第一種奨学金または給付型奨学金の予約採用者であること。

③平成28年4月1日以前から村山市の住民基本台帳に記載され、居住して

　いること。

④勤勉であること。

■給付額　年間600,000円（4年もしくは6年間の正規修業期間）

■申請方法

　次の必要書類を11月30日(木)まで管理課へ提出してください。

①村山市夢応援奨学金事業給付申請書（管理課で配布）

②日本学生支援機構第一種奨学金または給付型奨学金予約採用決定通知書

　（機構から通知）

③世帯員全員の平成27年度から平成29年度の市民税課税証明書（市民環

　境課で交付）

④住民基本台帳および市税等状況調査に関する同意書（管理課で配布）

■審査

　提出された書類、作文および面接にて審査し採用者を決定します。作文

および面接審査は12月下旬に行います。

■問合せ／管理課庶務係　☎内線323

大学生夢応援奨学生（給付型）を募集します

　市役所正面玄関前に身体に障がいのある

方、高齢の方などが市役所を利用しやすい

よう専用の駐車場を整備しました。

　妊産婦、けがや病気により歩行が困難な

方などもご利用ください。

■問合せ／財政課管財係　☎内線222

市役所 身体障がい者等用駐車場をご利用ください

農村環境改善センター

村
山
市
役
所

北
村
山
視
聴
覚

教
育
セ
ン
タ
ー

N

専用駐車場
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※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（10月1日現在）：24,788人　男：12,007人　女：12,781人    世帯数：8,228戸

富
並
小
学
校

塩
竈
市
の
小
学
校
と
の

　
　
　
　
　

交
流
学
習

　

富
並
小
学
校
は
平
成
25
年
か
ら
、
塩
竈
市
の
小

学
校
と
交
流
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
塩
竈
市
と

村
山
市
は
災
害
時
相
互
支
援
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
絆
は
さ
ら
に

強
く
な
り
ま
し
た
。
塩
竈
市
の
小
学
生
が
山
の
内

自
然
体
験
交
流
施
設
「
や
ま
ば
と
」
に
宿
泊
し
、

山
の
内
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
協
力
の
も
と
農
業

体
験
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
伴

い
、
地
元
で
あ
る
富
並
小
学
校
と
塩
竃
市
の
小
学

校
と
の
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
の
4
年
間
は
杉
の
入
小
学
校
が
連
続

し
て
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
小
学
校
か
ら
も

参
加
し
た
い
と
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年

か
ら
2
年
ご
と
に
対
象
小
学
校
が
代
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
9
月
6
日
か
ら
8
日
に
か

け
て
、
月
見
ヶ
丘
小
学
校
の
5
年
生
約
50
人
が
参

加
。
富
並
小
学
校
の
全
校
児
童
約
60
人
と
ゲ
ー
ム

や
お
互
い
の
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
初

め
は
硬
い
表
情
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
ゲ
ー
ム

後
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
村
山
市
の
良
さ
を

し
っ
か
り
塩
竈
市
に
伝
え
た
い
と
行
っ
た
事
前
学

習
は
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
発
見
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

富
並
小
学
校
で
は
、
さ
ら
に
交
流
が
深
め
ら
れ

る
よ
う
、
塩
竈
市
を
訪
問
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
、
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

↑子育て支援アプリ


